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した約15名の専任部隊に加え、東京、
大阪、名古屋、九州の主要拠点にArray 
APVシリーズに詳しいエンジニアを
配備。さらに彼らを中心に、アレイ・
ネットワークスと、毎週、技術ミーティ
ングを行い、強固な連携体制を構築し
ている。「もしトラブルが発生した場
合にも、両社で情報を共有しながら、
迅速な復旧を支援します」と日立ソ
リューションズの秋山 慎一氏は説明
する。
　加えて、両社の連携で日本市場を重
視した製品強化を実現。具体例として
は「管理コンソール画面の日本語化、
メッセージ内容の改善、様々なヘルス
チェック機能の追加など、当社からの
リクエストで、日本ユーザーから要望
の高い機能を多く取り入れてきた」（秋
山氏）という。
　こうした点が評価され、日立ソリュー
ションズのArray APVシリーズ取扱
実績は700社、2000ユニット以上

（2010年12月末時点）にもおよぶ。
コストパフォーマンスが秀逸なローエ
ンドモデルが中小規模のシステムに多
用されているほか、12,000Req/sク
ラスのFXオンライントレードなど、
大規模ミッションクリティカルシステ
ムにも多くの実績がある。

さらに強化された製品で
より大規模なシステムにも対応

　クラウド化の進展などにより、Web
サーバーやアプリケーションサーバーへ
のトラフィックは、今後ますます増加す
ることが予想される。それに対し、Array 
APVシリーズは、さらなる進化でユー
ザーの期待に応えようとしている。「当
初から強かったローエンドに加え、今
後はハイエンドでも大きな市場を取っ
ていくべく、新たなフラッグシップモ
デルを用意しました」と岡本氏は言う。
　例えば、最新製品では、マルチコア
64ビットCPUに完全対応した「Array 
SpeedCore」アーキテクチャを搭載。
最新CPUや大容量メモリなどのハー
ドウェアリソースを余すことなく存分
かつ有効に活用し、各モデルの性能を
大幅に向上させている。また、同時期
にボックスタイプのロードバランサで
は10Gポートを装備し、業界最高レ
ベルとなる60Gbpsクラスの性能を
持つモデルも投入予定だ。「今後、増
えるであろう、より大規模なシステム
のニーズにも柔軟に対応できるように
なります」（岡本氏）。
　さらに大規模なシステムでArray 

APVシリーズが利用されるようになれ
ば、当然日立ソリューションズの果た
す役割も大きくなる。秋山氏は「ロー
ドバランサは性能と信頼性が命。いく
ら安くてもトラブルが多くては使い物
になりません。品質やサポートまで、
トータルにお客様満足を向上すること
が我々のミッションと考えています」
と最後に強調した。　　　 　　  　A

ラ」として機能する。「性能面では、ハ
イエンドモデルのArray APV6200は
11Gbpsの高スループットを発揮。ま
た、N＋1のクラスタリング構成も可
能で、Webシステムの可用性・信頼性
向上に貢献します」と岡本氏は述べる。
　しかも、「SSLアクセラレータは追
加ライセンスが必要」というロードバ
ランサ製品も多い中、Array APVシリー
ズは、全モデルに高速なハードウェア
SSLアクセラレータを標準搭載。ま
た、暗号鍵長2048bitにもいち早く対
応し、次世代ネットワークに求められ
る強固な暗号化通信を実現可能だ。

「『同等性能であれば、より低価格』『同等
価格帯であれば、より高性能』な製品と
なっており、低コストと性能、そして、
Webサイトの安全性を両立することが
できるのです」と岡本氏は力を込める。

10年の実績に基づく
信頼性と万全のサポート体制

　IT機器の導入においては、サポート
体制も気になる点だが、アレイ・ネット
ワークスは、パートナーと協業しユー
ザーを手厚くサポート。中でも日立ソ
リューションズは、アレイ・ネットワー
クスの国内展開当初から協業を継続し
ており、10年間のノウハウに裏付けさ
れるサポート力には定評がある。
　例えば、Array APVシリーズを熟知

多機能一体型
ロードバランサとしての優位性

　スマートフォンなどのモバイル端末
の普及、データの大容量化などを背景
に、より重要な役割を担うようになった
ネットワーク機器の1つにトランザク
ションを複数のサーバーに分散し、負
荷を平準化するロードバランサがある。
急増するトラフィックで企業のホーム
ページやオンラインサービスを提供す
るWebサイト、Webアクセスを前提と
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するアプリケーションなどがダウンして
しまうと、企業の社会的信用の失墜、ビ
ジネスの停止につながるからだ。
　このロードバランサの分野で数々の
導入実績を持つのがアレイ・ネットワー
クスの「Array APVシリーズ」であ
る。その最大の特徴は、2001年の販売
開始当初から、SSLアクセラレータや
キャッシュといったWebサーバーに必
要な機能をロードバランサに搭載した
統合アプライアンス製品であること。
このような特徴により、Array APVシ
リーズは発表当時、画期的な製品とし
て注目を集めた。「複数の機能を集約す
ることで、低コスト、管理性の向上を
実現しました。中でも、卓越した性能
を誇る SSLアクセラレーションを搭載
したことは、多くのお客様に特に高いご
評価をいただいています」とアレイ・ネッ
トワークス代表取締役の岡本恭一氏は
述べる。

優れたコストパフォーマンスと
安全性の両立

　現在、Array APVシリーズはさらに
高性能な機器へと進化している。例え
ば、コンテンツ圧縮機能を標準装備し
ており、アプリケーションやコンテン
ツの特性に応じて効率的にトラフィッ
クを制御。インテリジェントな「アプ
リケーション・デリバリ・コントロー
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スループット 60Gbps
HTTPリクエスト／秒 6,400,000
SSLトランザクション／秒 45,000
同時TCPセッション数（装置全体） 20,000,000
メモリ容量 32GB
クラスタリング 32
筐体向けラックマウント 2U

WebサイトやWebアプリケーションへのトラフィックが急増している。それに対し、アレイ・ネットワークスの「Array APVシ
リーズ」は、高い処理性能を持つロードバランサとハードウェアSSLアクセラレータを1台に集約。今日のWebサーバーやアプ
リケーションサーバーのフロントエンドに必要な機能を一括で提供する。さらに数多くのArray APVシリーズ導入をサポートして
きた日立ソリューションズでは、専任エンジニアによる迅速かつ的確なサポートを実施。両社は、緊密な協業によってクラウド時
代のWebアクセス環境の最適化に貢献しようとしている。

高性能な負荷分散、SSL機能を標準装備
クラウド時代のWebアクセス環境を担う
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